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◇工事スケジュール（予定）◇工事スケジュール（予定）◇工事スケジュール（予定）

完成イメージパース（近景：右岸高水敷より）

完成イメージパース（遠景：大河津出張所地点より） 川幅 約７００ｍ
堰幅 約２９０ｍ（左右岸魚道を含む）

ゲート数 ６門（ラジアルゲート）
ゲート幅 約 ４０m（１門当たり）

工種 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

低水護岸

河道掘削

雑工

撤去工

通信設備

管理橋

仮締切

本体工

ゲート

右岸魚道右岸魚道

管理橋：695.000m

可動堰：約290m

ラジアルゲート６門ラジアルゲート６門左岸魚道左岸魚道

右
岸
堤
防

左
岸
堤
防

◇完成イメージパース◇完成イメージパース◇完成イメージパース

◇新可動堰一般図◇新可動堰一般図◇新可動堰一般図
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◇可動堰改築工事のスケジュール（予定）◇可動堰改築工事のスケジュール（予定）◇可動堰改築工事のスケジュール（予定）

平成１９年～２０年平成１９年～２０年

※仮設工（仮締切及び地中連続壁工）は平成１８年
度に施工しました。

平成２２年～２３年平成２２年～２３年

平成２０年～２１年平成２０年～２１年 新堰への通水（平成２３年予定）新堰への通水（平成２３年予定）

平成２１年～２２年平成２１年～２２年 事業完成（平成２５年予定）事業完成（平成２５年予定）

右岸高水敷造成工右岸高水敷造成工

※※堰下流の河道掘削及び低水護岸工事は平成２２年度までに全て完成する予定です。堰下流の河道掘削及び低水護岸工事は平成２２年度までに全て完成する予定です。
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セメントサイロ

水槽

全自動プラント

発動発電機空気圧縮機

ＴＲＤ施工機

バックホウ

クローラークレーン

可動堰本体工事は、現在の高水敷
（河川敷）を10m以上の深さで土砂

の掘削を行うことから、地下水の浸
入を抑える目的で地中連続壁工を施
工します。地中連続壁工は施工現場
の周囲に深さ約３０ｍ、厚さ約５５
ｃｍの壁をつくるもので、施工性、
経済性を考慮し、「ＴＲＤ工法」と
いう工法を採用しており、平成１９
年２月までに施工を完了しています。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

（
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
）

カッターポスト先端

TRD施工機械全景

進行方向

↑ 現地の土砂と
ベントナイト及び
セメントをかき混
ぜてコンクリート
の壁を土中に約３
０ｍの深さでつく
ります。

ＴＲＤ工法施工範囲

◇遮水工（地中連続壁工：ＴＲＤ工法）【H18.5～H19.2施工】◇遮水工（地中連続壁工：ＴＲＤ工法）◇遮水工（地中連続壁工：ＴＲＤ工法）【【H18.5H18.5～～H19.2H19.2施工施工】】

←土中から引き抜
かれたカッターポ
スト

約約55cm55cm
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仮締切工は施工現場に河川水
が入らないようにするため、矢
板や盛土等により仮の壁又は堤
体を施工するものです。

仮締切工の高さは、現況流下
能力を確保（今の川が水を流せ
る量を少なくすることのないよ
うに）するため、現在の高水敷
（河川敷）の高さと同じ高さと
しています。

このため堰本体工事の施工期
間は大きな洪水が発生する可能
性が高い７月から９月は工事を
中止し、１０月から６月の期間
で工事をすることとしています。

仮締切工を施工した箇所の川
側では水の勢いで川底が掘られ
ないようにブロックや袋詰玉石
などで保護しています。

◇仮締切工【H18.10～H19.3施工】◇仮締切工◇仮締切工【【H18.10H18.10～～H19.3H19.3施工施工】】

水の勢いで川底が掘られな水の勢いで川底が掘られな
いように保護します。いように保護します。

約２.４ｍ

約０.６ｍ

仮締切工施工状況仮締切工施工状況 袋詰玉石工施工状況袋詰玉石工施工状況 六脚ﾌﾞﾛｯｸ施工状況六脚ﾌﾞﾛｯｸ施工状況

仮締切工設置箇所

袋詰玉石設置箇所

六脚ブロック設置箇所
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平成１８年６月より堰本体を施工するための「本体掘削」を開始し、平成１
９年４月までに約３０万立法メートルを掘削しました。掘削した土砂は、土砂
の有効利用を図るため、近隣の圃場整備実施箇所や信濃川下流で実施している
築堤工事の現場等へ運搬しています。また、掘削土砂を可動堰改築事業の後半
で予定している右岸側の高水敷造成に利用するため、平成１９年度から長岡市
中条新田地区の土砂仮置き場に仮置きをしています。

工事前の様子 Ｈ１９．３月の状況

本体掘削の状況本体掘削の状況 土砂運搬の状況土砂運搬の状況

土質改良の状況土質改良の状況

掘削した土砂の一部は、柔
らかくそのまま利用するに
は用途が限られてしまうた
め土質改良（セメントを混
ぜて固めやすくなるように
する）を行っています。

左岸高水敷

堰の基面

約10m程度

◇本体工（掘削・運搬・土質改良等）【H18.6～ 】◇本体工（掘削・運搬・土質改良等）◇本体工（掘削・運搬・土質改良等）【【H18.6H18.6～～ 】】

河 道 掘 削

農地・ほ場
整備事業

公園・環境
整備事業

宅地造成・土地
区画整理事業

土砂仮置き信濃川下流
築堤事業
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◇平成１９年度の工事予定◇平成１９年度の工事予定◇平成１９年度の工事予定

固
定
堰

大河津分水路

新
・
可
動
堰

10月からは堰柱、左

岸側魚道工の施工に取り

かかるとともに、堰上下

流護床工や残る堰本体基

礎杭の進捗を図ります。

Ｈ１９年度末には堰柱がＨ１９年度末には堰柱が
見えるようになる予定見えるようになる予定

環境保全対策等環境保全対策等

土砂仮置きの状況土砂仮置きの状況
仮置きした土砂は、右岸高水敷造成
の為の土砂として利用します。

◇本体工（掘削・運搬・土質改良等） 【H18.6～ 】◇本体工（掘削・運搬・土質改良等）◇本体工（掘削・運搬・土質改良等） 【【H18.6H18.6～～ 】】

付着土の洗浄

場内散水状況 道路清掃状況

信濃川河川事務所発注工事の工事用車両には上記のよう
なプレートが付いています。

現場内道路の散水や現場を出る際に冬期間は特にタイヤを洗浄するなどのほか、大河津橋を中心と
して散水、路面清掃を定期的に実施しています。

「護床工（ごしょうこう）」は堰本体
の上下流の河床が水の流れによって掘
れないようにするため設置するもので
す。

黄色：H18年度まで施工済
赤色：H19年度工事予定箇所
緑色：H20年度以降施工予定

管理橋左岸橋台・橋脚

タイヤ洗浄：工事現場出口
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平成19年3月より左岸側（下流に
向いて左側）から堰本体を支えるた
めの基礎となる杭（鋼管杭）を施工
しています。杭の直径（太さ）は、
0.8m～1.1m、杭の長さは、2.5m～
11.0mのものを施工しています。

平成20年度以降も右岸側に向けて
順次施工していきます。

H19施工箇所

堰本体基礎杭施工状況取付擁壁基礎杭施工状況

Ｓ３堰柱Ｓ２堰柱Ｓ１堰柱

平成１９年度基礎杭施工箇所

◇本体工（基礎杭打工）【H19.3～ 】◇本体工（基礎杭打工）◇本体工（基礎杭打工）【【H19.3H19.3～～ 】】

魚道部

取付擁壁部

堰
本
体
部
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◇平成１９年６月時点の状況◇平成１９年６月時点の状況

可動堰完成後には堰の上流と下流で水位の差が発生しますが、その水位差に
よって生じる浸透水の影響から、基礎地盤を保護するため、遮水矢板を施工し
てます。基礎杭と同様に左岸側から施工し、平成20年度以降も順次右岸側へ

施工していく予定です。

遮水矢板工

◇本体工（遮水矢板工）【H19.3～ 】◇本体工（遮水矢板工）◇本体工（遮水矢板工）【【H19.3H19.3～～ 】】

遮水矢板打込状況遮水矢板打込状況

遮水矢板工施工済箇所
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新しい可動堰は川の中央に設置するため、その下流側の新たに河道となる部分の
高水敷を掘削していますが、掘削した法面を守るために「護岸」を設置しています。
護岸工事にはコンクリート製ブロックを使いますが、植物が生えやすいように覆土
（土砂を上からかぶせる）の実施や、魚や昆虫が棲めるように基礎になる部分に粗
朶沈床・木工沈床を用いるなど、自然に配慮した構造としています。

粗朶沈床・木工沈床組立 根固（異形）ブロック据付 覆 土

低水護岸完成

大河津分水路

可
動
堰

固
定
堰

大
河
津
橋

平成18年度
発掘調査

平成19年度
発掘調査

平成20年度
発掘調査

可動堰工事範囲を確認調査した結果、国道１１６号大河津橋を中心とした範囲から縄文時代後
半（およそ3500年前）～古墳時代初め頃（およそ1700年前）のものと見られる土器片や住居の

柱跡と考えられる穴などが確認され、「五千石遺跡」と名付けられました。平成１８年度より長
岡市・燕市に委託して、平成２０年度までの３ヶ年を目途に、発掘調査を実施しています。

覆土
異形ブロック

粗朶･木工沈床

◇左岸下流低水護岸工【H16.10～ 】◇左岸下流低水護岸工◇左岸下流低水護岸工【【H16.10H16.10～～ 】】

◇遺跡発掘調査◇遺跡発掘調査◇遺跡発掘調査

低水護岸施工状況低水護岸施工状況

遺跡発掘調査実施状況

護岸（連節ブロック）
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新しい堰の下流側には堰を管理するために必要な「管理橋」が設置されます。
平成18年度までに管理橋を架けるための左岸側の下部工を施工しました。川の真

ん中の部分については、堰柱と呼ばれる部分を使って橋を架ける予定です。

基礎杭（鋼管杭）施工 躯体施工状況 完成

橋台（Ａ１）橋台（Ａ１）

橋脚（Ｐ１～Ｐ２）橋脚（Ｐ１～Ｐ２）

基礎杭（場所打杭）施工 完成躯体施工状況

Ａ１橋台 Ｐ１橋脚

平成2０年度以降、管
理橋上部工（橋桁）の
架設を行っていく予定
です。

▽H.W.L TP+16.183

Ｐ２橋脚

上部工形式

左岸側：鋼３径間連続開断面合成箱桁

堰柱部：鋼単純非合成箱桁橋（単純６連）

右岸側：鋼５径間連続開断面合成箱桁

橋長：Ｌ＝６９５ｍ

幅員：５．５ｍ

◇左岸管理橋（橋台・橋脚）【H18.10～H19.3】◇◇左岸左岸管理橋（橋台・橋脚）管理橋（橋台・橋脚）【【H18.10H18.10～～H19.3H19.3】】

「橋台」とは橋の上部構造の両端を支持する基礎をいい、「橋脚」とは橋桁「橋台」とは橋の上部構造の両端を支持する基礎をいい、「橋脚」とは橋桁((はしげたはしげた))を支える柱をいいます。を支える柱をいいます。

川の真ん中の部分は堰
柱と呼ばれる部分を
使って橋を架ける予定

管理橋左岸部標準横断面図管理橋左岸部標準横断面図

管理橋縦断面図（左岸側）管理橋縦断面図（左岸側）
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H18.10.16(2006)撮影

H19.1.4(2007)撮影

H18.6.6(2006)撮影

H19.5.9()撮影

H17.8.5(2005)撮影

H18.7.19(2006)撮影
（洪水時の状況）
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H17.11.1(2005)撮影

H18.10.16(2006)撮影

H19.1.4(2007)撮影

H18.6.6(2006)撮影

H18.7.19(2006)撮影
（洪水時の状況）

H19.5.9(2007)撮影
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平成１９年５月２３日撮影

空からみた大河津可動堰改築事業進捗状況空からみた大河津可動堰改築事業進捗状況

工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

可動堰情報館 http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/

◇広報活動等◇広報活動等◇広報活動等

工事現場見学会の開催工事現場見学会の開催 ホームページによる情報提供ホームページによる情報提供 回覧板の配布回覧板の配布

平成平成1919年６月作成年６月作成


